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研究成果の概要（和文）：1～2年目は，英語の苦手さを訴えた生徒の症状を分析した。評価は英単語リストの日
本語から英語への口頭変換および書字変換である。加えてWord Attack課題も施行した。その結果，ローマ字読
みをしている生徒が多いことが明らかになった。3年目は，認知的アセスメントに基づく英語指導を実践してい
る上岡清乃氏の事例において，文字→音連合→語彙の獲得→文構造の4段階に分けることが指導において効果的
であることを共有した。4年目はNPO法人SeedsAPPの協力のもと，実践場面の分析を行った。今現場で求められて
いるのは，英語の苦手さを的確にとらえることができるスクリーニング検査であることも明らかになった。

研究成果の概要（英文）：In the 1st and 2nd years, we analyzed the symptoms of students who 
complained of poor English. The evaluation is based on a list of English words, oral and writing 
conversions from Japanese words to English. In addition, the Word Attack task was also performed. As
 a result, it became clear that many students read Roman letters way. In the third year, based on 
the research results of Mr. Kiyono Kamioka who practices English teaching based on cognitive 
assessment, it is effective in teaching to divide into four stages of letters → sound association 
→ vocabulary acquisition → sentence structure. In the fourth year, with the cooperation of NPO 
SeedsAPP, we analyzed the practical situations. It became clear that what is being sought in the 
field now is a screening test that can accurately capture the weaknesses of English.

研究分野： 特別支援教育

キーワード： 発達性ディスレクシア　英語
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研究成果の学術的意義や社会的意義
2020年度から小学校において教科化された英語教育において，日本語で読み書きの苦手さを呈する発達性ディス
レクシアのある児童生徒にとって，英語の読み書きは大きな課題となる。そのような児童生徒が英語を学ぶ際に
はどのような困難が生じるのか，困難の実態はどのようなものなのか，実際に英語を指導されている場面でどの
ような工夫が効果的なのか，を探ることができた。今後は，この研究の成果を生かしながら，現場で必要とされ
ている「英語に困り感のある児童生徒を早期に発見し早期に介入する」ためのツールとして，英語の苦手さを浮
き彫りにすることができるスクリーニング検査を開発する必要があるということが明らかにされた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本語における発達性 dyslexia の診断やその障害の性質，指導支援に関する研究に関しては，

スクリーニング（稲垣ら，2010），早期介入（海津, 2006），漢字指導（小池，2010），読みの方
略の指導（小枝，2011）等，徐々に研究が蓄積されつつある。しかし，英語学習の評価や支援に
関する研究は手つかずの状態と言える（小枝，2014）。学校種について言えば，LD 児に対する
支援は，小学校では学校全体の取り組みの報告も多いが，中学校・高等学校における支援は今後
さらなる充実が望まれている（柘植，2014）。 
例えば中学校を例にとると，母語である日本語で発達性 dyslexia がある生徒または日本語で

は顕在化しない発達性 dyslexia のある生徒は，中学校に入学して英語の読み書き学習が始まる
と，非常に大きな壁にぶつかることになる。しかし，それに対する学習支援は，その重要性が認
識さえされていないのが現状である。また，英語は彼らの高校受験の際の最も大きな関門ともな
っている。 
以上のような背景の中，発達性 dyslexia のある中学生に対する英語の支援については，教育

的ニーズに応えられる方法論は確立されていないと言えよう。 
 
２．研究の目的 
本研究は，日本語の発達性 dyslexia のある中学生の英語学習の効果的な支援法を開発するこ

とを目的とする。そのために以下の２つの研究を行う。方法論としては，認知神経心理学的モデ
ルに基づく評価を行い，つまずきのあるプロセスを特定して，その部分に効果的に働きかける指
導支援を行い，効果を測定する。 
  
３．研究の方法 
発達性dyslexiaのある中学生の英語学習の支援法を開発するため，以下の2つの研究を行う。 
研究１は，発達性 dyslexia のある中学生の英語学習の困難さの現状把握を目的として，LD ク

リニックや学校と協力しつつ，英語の認知神経心理学的評価法を開発する。欧米の発達性
dyslexia 児の検査・指導法を文献的に検討し，日本語話者の発達性 dyslexia のある児童生徒に
合わせた方法に改変する。 
 研究２は，日本語を母語とする中学生への効果的な英語学習の支援方法の開発を目的として，
英語学習者向けの読みプログラムなどを活用して個別の支援を行い，その効果を検証する。 
認知神経心理学的な言語処理モデルにおける「読み書き」については以下の図１を参照。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1  認知神経心理学的な言語処理モデルにおける読み書きの位置づけ 
 
 図１において，右側の太い線で囲った部分は文字言語の処理に関わる「読み・書き」のプロセ
スを示している。「読み」のプロセスの場合，文字は，視覚的に入力された後，「視覚的文字分析」
の部分で，アルファベットの文字か否かの判断がなされ，アルファベットの有意味な綴りであれ
ば，「文字入力レキシコン」で自分が知っているか否かの判断がなされる。既知の単語であれば，
意味システムに送られ，どのような意味であったかが想起される。この部分までが「読む（意味
理解）」のプロセスである。「書く」プロセスの場合は，まず意味システムで伝えたい意味が想起
され，それをどのような文字で表記されるかが正書法出力レキシコンで検索され，どのような順
番で綴るのか，どのような運動で実現されるのかという情報を正書法文字プログラミングが与
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える。 
 
４．研究成果 
1 年目は，海外の英語の読み書き評価バッテリーの比較検討を行った。英語を母語とし，音声

言語が確立されている発達性 dyslexia を対象とした検査は，そのままでは日本人には適用でき
ないことが，当然ではあるが明らかになった。特に，音韻意識の課題は，音韻を一音ずつに分解
する日本語における音韻意識課題と大きく異なり，単語を分解して二つの有意味な単語にする
課題であった。そのため，英単語を語彙としてすでに獲得していないと施行が困難であると考え
られた。 
次に，健常成人の基礎データとして，大学生 64 名に英語の書字課題を行い，誤り分析を行っ

た。評価は研究者自身が作成した英単語リスト（中学１～３年生で学ぶ名詞・動詞を，教科書か
ら抽出したリスト。名詞は各学年 25語，動詞は１～3年を通して 25語）の，日本語文字単語か
ら英語文字単語への書字変換である。その結果，音声的に類似していて読み手が理解しうる誤り
としては，例えば「address」を「adress, adless, adores」など，不規則な綴りを正確に再現
することの誤りや rと lの混同などが認められた。この健常成人の誤りと発達性 dyslexia のあ
る生徒の書字の誤りとの共通点・相違点については，現在さらなる分析を継続中である。 
2 年目は，英語の苦手さを訴えた生徒の症状を分析した。加えて，健常成人に実施した英単語

リスト課題と，Woodcock Reading Mastery Test-Revised の中の Word Attack 課題も施行した。
英単語リスト課題は，英単語を書字する前に，日本語の単語を口頭で述べる課題も追加して行っ
た。その結果，生徒によっては，まず日本語の単語を英語の単語の音に変換することが困難であ
ったり，書字においてはローマ字の綴りで英単語を書字する生徒が多いことが明らかになった。
（ローマ字学習は，発達性 dyslexia のある生徒にとっては，ある意味英語学習の妨げになる可
能性も示唆されたと言えよう。）認知神経心理学的モデルに基づいてその誤りを解釈すると，意
味の想起の段階の障害，正書法出力レキシコンの障害に当てはめることができることが明らか
にされた。 
3 年目は，認知的アセスメントに基づく英語指導を実践している上岡清乃氏の研究成果から，

文字→音連合→語彙の獲得→文構造の 4段階に分けることが指導において効果的であることを，
事例を通じて共有した。また，この年は業務多忙であったため，研究の期限の延期を申し出た。   
4 年目は NPO 法人 SeedsAPP の協力のもと，元英語教科担当者が英語を教えている実践場面の

分析を行った。発達性ディスレクシアの認知的特性に合わせた指導は，教科として英語を教える
という現場のニーズに沿って実践していく必要が明確になった。そして，今現場で求められてい
るのは，英語の苦手さを的確にとらえることができるスクリーニング検査であることも明らか
になった。 
以上より，今後は，発達性 dyslexia のある生徒の症状の的確なアセスメントを目的に，認知

神経心理学的モデルに基づいた英語学習に関するスクリーニング検査を開発し，大規模調査を
行って，苦手さのある生徒の症状の把握を行う予定である。 
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